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6月20日（日）、小学生１３人、中学生４人、高校生１１人、ご両親２０人、スタッフ２５人の計７３名が参加。豊島区立

池袋小学校講堂及びことばの教室にて開催。ピアノ演奏の元、楽しいエンカウンタゲイムや歌。その後のミニコンサ

ートでは、小学生、中高校生、そしてお母さん方による素敵な演奏タイム。お弁当の後は話し合い。 

毎年恒例だった新宿御苑のオリエンテーリングをお休みにして、音楽をテーマにした新たなつどいを行うということ

で、始まる前は不安で仕方ありませんでした。しかし、いざ始まってみると思った以上に参加者の方々が楽しんでくだ

さっているのが感じられ、また自分自身もリーダーとしてだけでなく一参加者として楽しく充実した時間を過ごせました。

来年もこんなつどいができたらいいなと思える素敵なものになりました。（リーダー；松本直大、松崎圭祐、山田俊介） 

Ｃ．Ｙ君（小 3） 

ぼくいがいに、こんなにきつ音の人がいるとは思

いませんでした。みんなささえ合ってるかんじがし

てうれしかったです。いつもはきつ音をかくすから

いやだけど、つどいではかくさなくていいし、学校

でいじめれたりいやな思いをした事を話せるので、

また行きたいと思っています。サマーキャンプは今

から楽しみです。 

Ｍ．Ｋさん（高 1） 

初参加で正直言うと今まで自分と同じ吃音の人

にあったことがなくて怖かったけど、参加してみて

自分と同じ気持ち、悩みを抱えてる人が多く吃音

を隠さず素の自分でいれた気がしました。 

私は少し人見知りで自分から声がかけられず最

初はかなり緊張したけど、みんな優しい方ばかりで

アド交換したりすぐ友達になることができてとても嬉

しかったです。もっと早くこの集いに気付いてれば

良かったなと思いました。本当に楽しかったです。

ありがとうございました。また参加できたら是非した

いと思います。 

Ｙ．Ｎさん（高 2） 

みんなうまく話せなくても一生懸命伝えようとし

ている姿に驚き、私も堂々としていたいと思いまし

た。みなさんに出会えて良かったです。どうもあり

がとうございました(^^) 

 

 

ななおさん（高 3） 

音楽はやはりいいですね。楽器が出来る人とい

うのはやはりかっこいいと思います。 

私は、特にギターやベースの音を聞くとテンショ

ンが目盛り二個分くらい上がります。ロック好きで

す。（超がつくくらい半端な）ドラム演奏人なので。

あと小学校低学年の時にピアノをやっていたので

すが、いつの頃か自然消滅的に挫折したので、久

しぶりにピアノを間近で見ました。 

お母様方の演奏が素晴らしかったと思います。 

マリンバと言えば、私も木琴・鉄琴をやっていま

した。中学の吹奏楽部の、打楽器のパートで。あ

の時、結構頑張って練習したなー、メトロノームか

ちかち言わせて高速連打頑張ったなー、と久しぶ

りに思い出しました。思い返せば私もそれなりに音

楽に触れた人生を送って来たようです。 

勿論今はハードロックなドラムがとても楽しいで

す。部活内での小ライブに備えて、この前の日曜

日の早朝、久しぶりにスティックを握ってドラムを叩

いてきました。久しぶりであったのと、過度な興奮

のせいか、指の皮が剥けて体液がスティックに付

着してべとべとになりました。今指に絆創膏を貼っ

てあります。全く痛くないのに大げさに絆創膏を巻

いて、名誉の負傷者気取りです。何か嬉しくて仕

方ないです。…馬鹿です。すみません。 

Ｍ．Ｓさん（小 4 女子のお母さん） 

先日のつどいは音楽が大好きな私はすごく楽し

かったです。好きなクラッシクの曲もたくさん聴けた
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ことはもちろん、何よりも吃音の子供達の違う部分

が見れたことがおおいなる収穫でした。上手い下

手は関係なく、皆の前で自分が得意とするものを

発表する。これも自分に自信がつくことだと思いま

す。あの場では、目の前の人達が必ず受け止めて

くれるから。これからも色々なパターンで発表でき

るといいですね。スタッフの方のさりげないフォロー

もただただ感心するばかりです。 

Ｍ．O さん 

（小 5 女子、中 1男子のお母さん） 

今までつどいにポヤ～っと参加するだけでした

ので、今回企画から参加させていただき、スタッフ

の皆様のご苦労が少し分かりました。 

小、中、高校時代…明けても暮れても吃音のこ

とばかりを悩んでいました。教科書は 1 行読んで、

読めない自分が悔しくて泣いて終わり(高校になっ

てもです)…女の子の話の輪に入れず<そう、そう>

と相づちしか打てなかった私。 

今では人前でしゃべることは楽しいですし、吃

音の悩みは自分の中の１％位になりました。おば

さんになりずーずーしくなったからでしょうか？ 

今回このような場を与えられ、つどいに来られる

方々、スタッフの皆様にお伝えしたかったことは、

吃音でもいいじゃない！堂々と生きましょう！(吃

音の悩みをかかえていても)大人になると悩み度は

減りますよ。吃音のために自分の可能性を自分か

ら減らさないで！…ということです。 

また機会がありましたら、みんなで大きな声で歌

って日頃のストレスを発散させましょう！ 

幸せならどもりましょう！どもったってたくさんの

幸せは転がっていますね。スタッフの皆様、参加

者の皆様ありがとうございました。 

大井 美保子（北区王子小学校ことばの教室） 

午後の高校生グループの話し合いに参加させ

ていただきました。まず、二人一組になり、無言で

相手に合わせて手の動作することから始まりました。

こころとからだが少しほぐれたところで、論理療法

を用いて、吃音に対する自分の考え方を変えてい

くという話し合いがありました。 

その後、二つのグループに分かれ、最近悩んで

いることなどの話し合いをしました。その中で、お

友達のお母さんにお礼を言う時に吃ってしまい悩

んでいるという話がでました。 

｢お礼の言葉が途中で途切れてしまう。せめて

挨拶くらいちゃんと最後まで言わなくちゃ」と一人

の女子が言うと、その場のみんなも頷いていまし

た。 

その時に私は、「あれ？」と思いました。私自身

ちゃんと最後まで、声に出して挨拶しているかな

ぁ･･･、そして語尾まできちんと言うなんて意識して

なかったなぁ･･･ さらに、その場にいた高校生達

を見て、きっと感謝の気持ちは伝わっているは

ず･･･と思ったので、次のような発言をしました。 

「うちの娘も高校生だけど、同じような場面でお

礼を言われた時、どんなに流暢に言われても無表

情では嬉しくないよ。言葉は無くても、楽しそうな

笑顔やちょっとした会釈があると、

とても嬉しい」と。 

その発言に高校生達が、「目

から鱗！」というような表情だった

のが、印象的でした。言葉で伝え

られることもたくさんあるけれど、言葉(Verbal)以上

に雄弁に語っているもの（表情、態度、行動、雰囲

気、オーラ･･･Non-verbal）があります。 

「挨拶はきちんと！」とても良い心がけです。で

もそれは、必ずしも「言葉でしっかり声に出して、

最後まで言わなければならない」ということではな

いと思います。 

「気持ちを伝えること！」（いろいろな方法で）を

心がけてくれるといいなぁと感じました。表情や態

度、ちょっとした動作全てが、コミュニケーションの

道具です。 

今回は、教え子が高校生グループに来るという

ことで参加しました。残念ながら、教え子は当日は

欠席でしたが、後日電話をくれました。もう 4～5年

も会っていなかったから、私に電話をするのも相当

勇気がいることだったでしょう。まず、電話をくれた

こと自体感激でした！会わなかった月日を感じさ

せないくらい、素直に近況を話してくれたことにも

感激！！そして、話からずいぶんお姉さんになっ

たなぁと、さらに感激でした！！！ 
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「言友会でお友達ができた」との言葉に、言友

会の仲間との活動が、彼女の成長に大きな影響を

与えていることを強く感じました。 

佐藤 隆
たか

治
はる

（スタッフ） 

 高校生Ｇの今回の論理療法レッスンですが、論

理療法は、感情を直接コントロールするために考

えられたものではありません。 

（どもって）恥ずかしいとか…などの感情をコント

ロールしよう（抑えよう）とすればするほど、かえって

うまくいかないことは、経験済みだと思います。 

 いろんな感情が起きるのはどうしようもないので、

そちらはほおっておいて、変えられること（考え方・

ものの見方。できるだけ逃げないで話すなどの自

己のライフスタイル）を変えていくのです。 

 同じどもるという経験をしても、どういう「考え方・も

のの見方・受け取り方」を持つかで、前向きに見ら

れ、楽に生きられるようになる、ひいては人生に大

きな影響を与えることもある。だからこそ、どうせ持

つなら人を幸せにしてくれるような「考え方・ものの

見方・受け取り方」にしよう！ 

 「論理療法」とは、アメリカの臨床心理学者アル

バート・エリス（1913～2007）により、１９５５年

頃に提唱されたものです。 

イラショナルビリーフ（非論理的な考え方）

をラショナルビリーフ（論理的な考え方）に換

えるレッスンを小グループで行いました。 

「自己紹介の時、自分の名前さえ言えない

のは、みっともなく恐ろしいことである」 

⇒そもそも自己紹介ってなんだろう？初めて

のクラスの友達に、自分はこういう人間なん

だということを、伝える場所。分かっておいて

もらう場所。緊張したら、ことばがつっかえて

しまう・時間がかかってしまうこともあるので、

それを知っておいてくれたらうれしいですと

言う場所です。だからどもらずに自己紹介し

よう…というよりは、むしろ、こんな感じでども

りますと、自分の吃音を出すのが良い。 

 また名前を言わなければ、自己紹介が始ま

らないし、終わらないのだろうか？ことばが出

て来なければ、出すことはあきらめて、「今日

は調子が悪いです…」とにこっと笑って、よろ

しく！と頭下げるだけでも良い。印象に残る。名前

なんて、どうせ後から分かること。どんな人間なの

かということは、それなりに伝えられた訳だから、と

りあえず良しとして良いんじゃないか。 

「どもりが原因で良い就職先に就職できない」 

⇒「どもる人は良い職場に就職できないと誰が言

っただろうか。実際、仕事に求められているのはコ

ミュニケーション力であり、どもらないで話すことで

はない。自分はどもるけれど言いたいことは言える

人間なんだということをＰＲすれば、ちゃんと雇って

もらえるかもしれない。（スタッフ中西智也）」 

【お勧めの参考書↓】 

「やわらかに生きる－論理療法に学ぶ」金子書房 

伊藤 悠大（高 3） 

油彩「水辺に轟
とどろ

く華」 （下絵↓） 

「隣町で毎年開催される花火大会の様子を描い

たものです。普通の円形の花火を描くのはインパ

クトに欠けるので少し奥行きを出して美しく散る花

火が水面に突き刺さり轟く様にしました。水面に移

りこむ花火を表現するのに苦労しました」 


